
第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 武蔵村山市長期総合計画市民懇談会 

開 催 日 時 平成２１年 ８月 ４日（火） 午後７時００分～９時００分 

開 催 場 所 武蔵村山市役所 ４０２ＡＢ学習室（市役所４階） 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：委員（１１名） 

石塚座長・井山委員・長田委員・加藤委員・島田委員・ 

波多野委員・花田委員・細井委員・細川委員・堀田委員・ 

柳下委員 

欠席者： 原田副座長・林委員・水野委員 

議 題 

１．報告 

（１）第２回長期総合計画市民懇談会の会議要旨について 

２．説明 

（１）「項目別計画シート」の市民懇談会での活用について 

３．議題 

（１）部会会議 

   【都市・生活・産業部会】「土地利用／産業について」 

   【福祉・教育・文化部会】「保健・医療／福祉について」 

（２）部会討議内容の紹介及び意見交換 

（３）その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

１．報告 

（１）第２回長期総合計画市民懇談会の会議要旨について 

・第２回市民懇談会の会議要旨について承認。 

２．説明 

（１）「項目別計画シート」の市民懇談会での活用について 

３．議題 

（１）部会会議 

   【Ａ：都市・生活・産業部会】 

「土地利用／産業について」「環境・景観／都市基盤について」 

【Ｂ：福祉・教育・文化部会】 

「保健・医療／福祉について」「教育・文化について」 

（２）部会討議内容の紹介及び意見交換 

（３）その他 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

１．報告 

（１）第２回長期総合計画市民懇談会の会議要旨について 

（座 長）事前に配布されていた会議要旨については、意見、質問等はあ

るか。特になければ承認ということになるが良いか。 

（委 員）異議なし。 

＜結 論＞ 

・第２回市民懇談会の会議要旨について承認。 

２．説明 

（１）「項目別計画シート」の市民懇談会での活用について 

（事務局）資料３「項目別計画シート集」の市民懇談会での活用について

説明 

（座 長）事前に配布されていた資料３「項目別計画シート集」の市民懇

談会での活用については、意見、質問等はあるか。 

（委 員）異議なし。 



３．議題 

（１）部会会議 

（部会長）部会長の進行のもと、部会ごとにテーマに沿って討議 

・第３回の各部会の討議テーマ 

【Ａ：都市・生活・産業部会】「土地利用／産業について」 

「環境・景観／都市基盤について」 

【Ｂ：福祉・教育・文化部会】「保健・医療／福祉について」

「教育・文化について」 

（３）部会討議内容の紹介及び意見交換 

（部会長）部会Ａ、Ｂの委員より、討議内容の要旨を説明 

－質疑・意見等－ 

●Ａグループについて（Ｂ委員より主な意見） 

・現在、拠点としての役割を担っているイオンモールへのアクセ

スの充実をはかってはどうか。 

・イオンモール内に、市をＰＲする施設をおいてはどうか。 

・残堀川にホタルが飛ぶところをみてみたい。 

●Ｂグループについて（Ａ委員より主な意見） 

・全市立小中学校を小中一貫校化にしてはどうか。その際には、

５年間は基礎学力ＵＰに向けた研究をしてはどうか。 

・現在、図書館は 17 時までしか開館していない。せめて 19 時く

らいまでにして欲しい。 

・地区会館の利用勝手を良くして欲しい。 

・学校の家庭科室、多目的ルームを充実して欲しい。 

・公共施設の冷暖房施設の充実 

・校庭の芝生化。（地域住民、関係者との協議が必要） 

・体育館・多目的施設・プールを地域でもっと利用できるように

してほしい。（管理は市民ということも考えられる。） 

（４）その他 

（座 長）今回は討議方法も変わり、前回より多くの提案、意見が出てい

たと思う。次回も、活発な意見交換をしていきたい。次回は 9

月 8日（火）を予定している。 

（終了）

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：  ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課  企画財務部 企画政策課（内線：372） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


